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図7　関東平野における過去12，000年間の環境変遷
　　　1）　遠藤・小杉（1990），2）小杉（1989）
　　　Co：針葉樹林，　De：落葉広葉樹林，　Ev：常緑広葉樹林，　Cr：スギ林，　Ca：クリ林，　As：トチノキ林，
　　　NK：北関東，　OU：大宮台地，　MU：武蔵野台地，　ST：狭山丘陵・多摩丘陵，　TB：東京湾沿岸，　NS：相模湾北部，
　　　CB：房総半島太平洋岸
Fig．7　Environmental　Changes　during　the　Last　12，000　Years　in　the　Kanto　Plain
　　　1）：Endo　and　Kosugi（1990），2）：Kosugi（1989）
　　　Co：Coniferous　forest，　De：Deciduous　broad－leaved　forest，　Ev：Evergreen　broad・leaved　forest，　Cr：
　　　C勿ゆτo勿¢γ㌘forest，　Ca：CのZαηθαforest，　As：ノ1θso〃μ∫forest
　　　NK：North　Kanto，　OU：Oomiya　Upland，　MU：Musashino　Upland，　ST：Sayama　Hills　and　Tama　Hills，　TB：
　　　Coast　of　Tokyo　Bay，　NS：North　of　Sagami　Bay，　CB：Pasific　coast　of　the　Boso　Peninsula
HE　2，HE　3，HE　4，HE　5の6期が設定され，それぞれ約12，000年前，10，500年前，7，500年前，
5，000年前，4，000年前，2，000年前である。
　約12，000年前（PE期）に植生が急変することは先に示したが，中川低地南部（遠藤ほか，1992）
や東京低地（東京都港湾局，1993）の七号地層の下部からは約11，500～12，000年前の年代値が得ら
れ，この付近ではこの時期に侵食域から堆積域に変化したことを示す。七号地層（遠藤ほか，
1983）は約15，000年前頃から始まったとされる七号地海進による谷埋め堆積物を主体として形成さ
れるが，一方で晩氷期の後半にはOlder　Dryas期，　Allerod期，　Younger　Dryas期と気候が変動し
たことが北欧で明らかにされている（Iversen，1954）。つまり，晩氷期の気候の温暖化に伴う海水
準の上昇により形成された七号地層が，晩氷期後半のグローバルな環境変動に起因して侵食された
可能性である。ここでは，少ない資料であることから時期やその事象を限定し得ないが，いつれに
しても陸上のみでなく沖積低地でも概ね同時期に変化が起こったことを示す。
　約10，500年前（HE　1期），沖積低地では海水準の低下によりHBGが形成される。　HBGは七号地
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層を侵食して形成された河床堆積物で，埋没谷の深度は東京低地で一45～－50m，中川低地の三郷
で約一40mである。中川低地や東京低地ではHBG形成後には抽水植物のガマ属やイネ科が繁茂す
る沼沢地が形成され，約9，000～8，000年前には溺れ谷が形成された。この期以降でクリが主要な森
林構成要素になり，コナラ亜属と共に自然林として普通に分布していたと考えられる。
　約7，500年前（HE　2期），約9，000年前以降に急上昇した海水準が一時的停滞あるいは低下した
あと，再び上昇を開始した時期である。海水準は6，500～5，300年前に＋2～3mに高位安定（小
杉，1992），奥東京湾は最も拡大し海進は館林台地の東側付近まで達した。関東南部や奥東京湾周
辺地域では約7，500年前以降にアカガシ亜属を主とする照葉樹林が拡大する。こうした変化は気候
の温暖化と海進にともなう内陸部の湿潤化によると考えられる。一方で，大宮台地や武蔵野台地の
内陸部ではこの期に照葉樹林は発達せずコナラ亜属を主とする落葉広葉樹林が広がっていた。
　約5，000年前（HE　3期），海水準の上昇，安定から低下に転ずる時期で，遠藤ほか（1989）は約
5，300年前としているが，300年という端数がつけられるような精度で年代測定がなされていない
（測定試料が貝では同位体分別効果の補正により数百年の差がある）ことから，ここでは約5，000年
前とした。この時期以降に海水準の低下により海岸線が急速に後退し，湾奥の海退・陸化と湾口部
のデルタの発達をもたらした。海水準低下は4，500年前頃いったん停止し，海岸線は野田市の南部
付近に停滞する（小杉，1992）。台地ではこの期以降に各地でクリ林が優勢になるが，このクリ林
の拡大が海岸線の急速な後退と時期的に一致することは，遺跡を取り巻く古地理・古環境の変化に
起因して起こった可能性がある。っまり，海退による貝類や魚類の採取量の減少が，内陸部への食
糧資源依存度の増大を招きクリ林が拡大したと推定される。一方で，平野西部の狭山丘陵や多摩丘
陵では谷筋にトチノキ林が広がっていた。
　約4，000年前（HE　4期），海水準の低下により台地の開析谷内では浅谷が形成され，沖積低地で
は有楽町下部層の海成シルト層や砂層をやや削り込む。こうした浅谷の形成により，台地の開析谷
内は下刻され，この期以降に各地で木本泥炭層が形成される。武蔵野台地では下刻により水成ロー
ム層や立川礫層を縄文後・晩期の泥炭層が直接覆う地点もみられる。開析谷内にはハンノキやヤチ
ダモの湿地林が形成され，谷筋にはトチノキ林も広がっていた。沖積低地では約3，500年前頃，湾
口部も淡水化し奥東京湾は消滅，河川作用が活発化し自然堤防が発達した（小杉，1992）。台地で
は各地でクリ林が目立って分布し，特に武蔵野台地では著しい。また，東京湾奥部の沿岸地域や下
総台地西部でも約3，000～3，500年前に照葉樹林の拡大がみられ，縄文海進がおよんだ新治台地では
縄文後期にすでに照葉樹林が成立していた。しかし，内陸部ではアカガシ亜属の漸増はみられるが
落葉広葉樹林が卓越していた。一方で，概ねこの期以降で南関東の相模川低地周辺地域や房総半島
の九十九里平野，下総台地北西部でスギ林が拡大するが，大宮台地や武蔵野台地では漸増する程度
である。
　約2，000年前（HE　5期），いわゆる「弥生の小海退」に対応する海水準の低下により浅い侵食谷
が形成され，この期を境に開析谷内の環境は一変する。つまり，縄文時代末にはハンノキやヤチダ
モの湿地林が形成されていたが，弥生時代以降では草本が繁茂する湿地に変化した。また，沖積低
地でも海水準の上昇に伴い低地の水位が上昇し沼沢地が拡大した。この期以降では，武蔵野台地や
大宮台地及び北関東においても照葉樹の拡大がみられ，特に狭山丘陵や多摩丘陵では照葉樹林が目
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立った要素になる。スギ林も各地で主要な要素になるが北関東での勢力は小さい。一方で，多種の
分類群の衰退や樹木花粉の比率の低下は，スギや照葉樹林が単純に拡大したわけではなく，生態系
への人間の干渉も関係する。また，古墳時代頃にモミやツガの温帯針葉樹の増加が認められるが，
こうした変化は平野西部の狭山や多摩の丘陵部で著しく，気候の湿潤化によるとみられる。
6．まとめ
　関東平野の沖積低地から報告されている層序や植物化石群に基づき，約12，000年前以降にPE，
HE　1，HE　2，HE　3，HE　4，HE　5各期の6っの変化期を設定した。各変化期は陸上と沖積低地の
双方で起こった変化であることを示した。
　PE期（約12，000年前）：東京低地周辺の沖積低地では侵食域から堆積域に変化し，陸上では針葉
樹林が卓越する植生からコナラ亜属を主とする落葉広葉樹林に急変した。
　HE　1期（約10，500年前）：沖積低地では海水準の低下によりHBGが形成され，陸上ではクリが
出現し主要な森林構成要素になる。
　HE　2期（約7，500年前）：海水準の一時的停滞から再び急上昇した時期で，関東南部や奥東京湾
周辺地域で照葉樹林が拡大する。照葉樹林の拡大は気候の温暖化と海進に伴う内陸部の湿潤化によ
る。
　HE　3期（約5，000年前）：海水準の上昇，安定から低下に転ずる時期で，海岸線が急速に後退し
た。台地ではこの時期以降に各地でクリ林が優勢になるが，この変化が海退と連動することから環
境変化に起因して起こった人為的な変化である可能性を示した。
　HE　4期（約4，000年前）：海水準の低下により浅谷が形成され，台地の開析谷内では木本泥炭層
が形成された。台地・丘陵では概ねこの期以降において南関東を中心にスギ林が拡大する。また，
各地でクリ林が拡大し，武蔵野台地では著しい。東京湾奥の沿岸域や下総台地西部でも約
3，000～3，500年前に照葉樹林が拡大，縄文海進がおよんだ新治台地では照葉樹林が成立していた
が，内陸部では落葉広葉樹林が卓越していた。
　HE　5期（約2，000年前）：海水準の低下により浅い侵食谷が形成され，この期を境に谷内の環境
はハンノキやヤチダモの湿地林から草本が繁茂する湿地に一変した。この期以降に武蔵野台地や大
宮台地及び北関東でも照葉樹の拡大がみられ，スギ林も各地で主要な要素になるが北関東での勢力
は小さい。一方で，スギや照葉樹林は単純に拡大したわけではなく，生態系への人間の係りも関係
する。
　以上のように，関東平野各地の沖積低地から報告されている層序や植物化石群に基づき，約
12，000年前以降に6っの変化期を設定し，各変化期が陸上と沖積低地の双方で共通して起こった現
象であることを示した。しかし，その変化期はおおまかな年代で，さらに時間軸に沿ったより詳細
な環境変遷を示せなかった。これは関東平野には多くの植生史研究があるが，層序や堆積物の編年
が不十分な報告書，テフラの同定・対比に問題があるもの，遺跡の調査報告書にいたっては堆積物
の記載はあるが層序が示されていないなど不十分な資料が多いことによる。すでに示したように，
堆積物から得られた化石資料に基づき過去の事象を捉える場合，十分な層序的検討と目的にあった
高精度編年が行われていない研究の資料的価値は低い。また，縄文中期以降のクリ林の拡大にっい
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ては人間が生態系に大きく関わっていた可能性を示したが，先史時代から人間が生態系にあらゆる
レベルで関わってきたことは明らかで，こうした人間と生態系の関わりを地史的に明らかにするこ
とが環境変遷史を解明する上において必要である。
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Environmen、tal　Chan、ges　durin、g　the　Last　12，000　Years
in　the　Kanto　Plain
Masanobu　YOsHIKAwA
Stratigraphy　and　environmental　changes　during　the　last　12，000　years　in　the　Kanto　Plain
are　as　follows．
　　The　alluvial　deposit　of　the　Kanto　Plain　is　divided　into　two　formations，　the　Nanago・
chi　Formation　of　the　latest　Pleistocene，　and　the　Yurakucho　Formation　of　the　Holocene．
The　Yurakucho　Formation　unconformably　covers　the　Nanagochi　Formation　with　the
basal　gravel　bed（HBG）formed　about　10，500　yrs．　B．P．　The　Yurakucho　Formation　is
divided　into　two　formations，　the　lower　one　composed　mainly　of　marine　deposits　during
the　Jomon　Transgression，　and　the　upper　one　mainly　consisting　of　fluvial　and　delta
deposits．　During　the　deposition　of　the　Upper　Yurakucho　Formation，　dissected　valleys　in
the　upland　were　filled　mainly　with　wood　peat，　and　with　herbaceous　peat　since　the　Yayoi
Period．
　　At　about　12，000　yrs．　B．P．，　cool－temperate　to　boreal　coniferous　and　deciduous　broad・
1eaved　foTests　changed　into　deciduous　bToad－1eaved　forests　dominated　by　Qμεγcμs
subgen．　L¢ρゴ40助1α微s　in　the　Kanto　Plain．　Cαs彪ηεαflourished　usually　as　natural
vegetation　since　about　10，000　yrs．　B．P．　During　the　Middle　to　Later　Jomon　Period（ca．
5，000－2，150yrs．　B．P．），　Cα∫故κθαforests　expanded　in　many　places　on　the　upland．　This
expansion　of　Cα吻％αforests　was　artificially　induced　by　an　environmental　change．
Evergreen　broad－leaved　forests　already　flourished　at　the　southern　end　of　the　Boso
Peninsula　in　7，000　yrs．　B．P．，　and　expanded　since　about　7，500　yrs．　B．P．　alorlg　the　coast
of　Oku－Tokyo　Bay　and　at　3，000　yrs．　B．P．　on　the　coast　of　Tokyo　Bay．　However，
deciduous　broad－leaved　forest　flourished　on　the　inner　upland．　The　increase　in　the　inland
humidity　induced　by　the　Jomon　Transgression　must　have　caused　expansion　of　evergreen
broad－leaved　forests　from　the　southern　part　to　north　of　the　Kanto　Plain　and　from　coast
to　inland．　Cヒ妙τo〃zε万αforests　expanded　by　about　3，000　yrs．　B．P．　in　the　south　Kanto　and
spread　to　the　northern　region．　Evergreen　broad－leaved　forests　and　Cりφτo〃2εγ㌘forests
expanded　also　on　the　Musashino　Upland，　Oomiya　Upland，　and　North　Kanto　since　the
Yayoi　Period．　Expansion　of　these　forests　was　induced　not　only　by　nature　but　also　by
human　impact　on　ecosystem．　Six　epoch・making　events　of　PE，　HE1，　HE2，　HE3，　HE4，　HE5
are　identified　based　on　stratigraphy　and　plant　fossil　assemblages　of　the　alluvial　lowland
during　the　last　12，000　years　in　the　Kanto　Plain．　Each　event　corresponds　to　a　change　both
on　the　land　and　in　the　alluvial　lowland．
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